
２　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ　

こ
の
経
営
者
！

父
の
夢
受
け
継
ぎ
“
王
国
”
を
再
生

—

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
体
験
」
プ
ラ
ス
「
加
工
」—

吉
岡
正
美
さ
ん
（
京
丹
後
市
弥
栄
町
）

４　
多
角
化
・
６
次
産
業
化
へ
／
連
携
・
提
携
の
か
た
ち

「
北
村
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に

—

景
観
保
全
と
両
輪
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む—

有
限
会
社 

か
や
ぶ
き
の
里
（
南
丹
市
美
山
町
）

６　
シ
リ
ー
ズ
・
土
地
利
用
と
経
営

神
吉
の
農
業　

育
て
た
み
ず
菜
団
地

神
吉
地
域
（
南
丹
市
八
木
町
）

７　
私
の
期
待
・
わ
た
し
の
提
案

自
給
す
る
日
本
、
自
給
す
る
京
都
を

め
ざ
し
て

福
永
晋
介
さ
ん
（
京
都
生
協 

産
直
・
地
産
地
消
推
進
担
当
）

８　
次
世
代
の
声

こ
れ
か
ら
は
ト
マ
ト
を
主
軸
に

森
田
晃
司
さ
ん
（
京
都
市
北
区
）

８　

農
業
法
人
ニ
ュ
ー
ス

　
　

編
集
局
だ
よ
り
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「
有
限
会
社
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
さ
か
」
は
、
京
丹
後
市
弥

栄
町
の
府
農
業
公
園
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
と
隣
接
す
る

国
営
農
地
に
あ
る
観
光
果
樹
園
。
今
年
の
来
園
者
は

１
万
４
、０
０
０
人
を
見
込
む
。
父
の
死
な
ど
で
頓
挫
し
た

経
営
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た
現
社
長
の
吉
岡
正
美
さ
ん
（
48
）。

「
果
樹
を
軸
に
多
彩
な
経
営
を
展
開
し
、
地
域
活
性
化
の
お

役
に
立
て
れ
ば
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

園内にあるおしゃれな雰囲気の社屋は、
フルーツ王国やさかの象徴だ。

Ｖ
字
回
復

夏
休
み
に
入
っ
た
初
日
、「
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
さ
か
」
の

駐
車
場
に
奈
良
県
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス
が
や
っ
て
き
た
。

ど
っ
と
降
り
立
つ
小
学
生
た
ち
。「
７
月
の
モ
モ
狩
り
の
予

約
は
も
う
満
杯
。
プ
ロ
の
生
産
者
の
方
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
ま

だ
素
人
な
の
に
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」。
順
調
な
客
足

に
吉
岡
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

６
ha
の
敷
地
に
果
樹
が
合
わ
せ
て
約
１
、０
０
０
本
。
８

月
上
旬
ま
で
は
モ
モ
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
８
月
下
旬
か
ら
ブ
ド

ウ
狩
り
（
〜
11
月
上
旬
）、
９
月
中
旬
に
は
ナ
シ
狩
り
（
〜

11
月
下
旬
）
も
始
ま
る
。

農
園
を
立
ち
上
げ
た
の
は
生
コ
ン
製
造
販
売
の
（
株
）
吉

岡
商
店
を
経
営
し
て
い
た
吉
岡
美
樹
雄
氏
（
故
人
）。
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
平
成
６
年
、
農
業
参
入
し
た
。

̶
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
体
験
」プ
ラ
ス「
加
工
」̶

̶
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
体
験
」プ
ラ
ス「
加
工
」

父̶
の
夢
受
け
継
ぎ〝
王
国
〞を
再
生

父
の
夢
受
け
継
ぎ〝
王
国
〞を
再
生

父
の
夢
受
け
継
ぎ〝
王
国
〞を
再
生

̶
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
体
験
」プ
ラ
ス「
加
工
」̶

この経営者!

京
丹
後
市
弥
栄
町	

吉よ
し

岡お
か 

正ま
さ

美み 

さ
ん
（
48
歳
）

園内にあるおしゃれな雰囲気の社屋は、
フルーツ王国やさかの象徴だ。

ク
ロ ー

ズ ア ッ プ
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吉
岡
さ
ん
は
そ
の
（
株
）
吉
岡
商
店
の
２
代
目
社
長
。
父

の
後
を
継
ぎ
、
農
業
に
か
か
わ
っ
て
ま
だ
３
年
。
し
か
し
、

一
昨
年
に
は
約
２
、０
０
０
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
、
も

ぎ
取
り
の
来
園
客
を
、
昨
年
は
４
倍
強
の
約
８
、５
０
０
人

に
、
さ
ら
に
今
年
は
「
予
約
状
況
を
前
年
比
較
で
推
計
す
れ

ば
、
１
万
４
、０
０
０
人
が
見
込
め
る
」
と
こ
ろ
ま
で
盛
り

返
し
て
き
た
。

ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発

近
年
、
建
設
関
連
な
ど
異
業
種
か
ら
の
参
入
は
多
い
が
、

平
成
６
年
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

来
園
客
が
年
間
５
、０
０
０
人
を
超
え
て
経
営
が
軌
道
に
乗

り
か
け
た
矢
先
、
果
樹
園
の
管
理
を
一
手
に
任
さ
れ
て
い
た

役
員
が
家
庭
の
事
情
で
退
任
。
美
樹
雄
さ
ん
の
高
齢
化
も

あ
っ
て
、
閉
園
の
危
機
を
迎
え
た
。

吉
岡
さ
ん
が
荒
れ
放
題
の
果
樹
園
を
引
き
継
い
だ
の
は
平

成
19
年
秋
。「
農
園
は
親
父
の
道
楽
に
映
っ
て
い
た
。
ま
さ

か
自
分
が
継
ぐ
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
」—

　

ゼ
ロ

か
ら
の
再
出
発
だ
っ
た
。

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
は
１
年
間
、
府
農
業
大
学
校
の
講
師
Ｏ
Ｂ

に
一
か
ら
み
っ
ち
り
特
訓
を
受
け
る
一
方
、
東
は
福
井
、
西

は
広
島
ま
で
視
察
に
出
か
け
、
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん

だ
。
そ
の
つ
ど
「
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

農
園
の
復
活
の
手
応
え
を
感
じ
と
り
つ
つ
も
「
ま
だ
ま
だ

素
人
で
す
よ
」
と
吉
岡
さ
ん
。

商
品
開
発
へ
の
挑
戦

農
園
で
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
モ
モ
８
品
種
、
ブ
ド
ウ
９

品
種
、
ナ
シ
４
品
種
と
多
品
種
に
及
ぶ
。
そ
れ
だ
け
収
穫

シ
ー
ズ
ン
が
長
く
な
る
か
ら
だ
。

と
は
い
え
、
た
ん
な
る
も
ぎ
取
り
だ
け
な
ら
、
ど
こ
に
で

も
あ
る
。
何
か
個
性
を
持
た
せ
な
い
と
お
客
を
引
き
寄
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
次
な
る
課
題
は
「
よ
そ
と
い
か
に
差
異

を
つ
け
る
か
」「
生
果
の
廃
棄
ロ
ス
を
い
か
に
減
ら
す
か
」

だ
っ
た
。

そ
こ
で
手
が
け
た
の
が
ジ
ャ
ム
づ
く
り
。
商
品
開
発
の
専

門
家
を
招
い
て
つ
く
り
方
を
学
び
、
一
昨
年
は
ブ
ド
ウ
、
昨

年
か
ら
は
モ
モ
と
ナ
シ
の

ジ
ャ
ム
加
工
を
開
始
。
ハ

チ
ミ
ツ
と
果
物
だ
け
で
つ

く
っ
た
無
添
加
ジ
ャ
ム
が

“
売
り
”
で
あ
る
。

ま
た
、
地
元
の
酒
造
会

社
と
連
携
し
て
モ
モ
、
ナ

シ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
づ
く
り

に
も
着
手
。
今
年
か
ら
本

格
的
に
販
売
を
始
め
て
い

る
。

農
業
体
験
塾
の
計
画
も

販
売
先
の
確
保
に
も
汗
を
流
し
た
。
生
果
、
ジ
ャ
ム
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
販
売
は
園
内
の
直
売
所
が
メ
イ
ン
だ
が
、
イ

ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
丹
後
一
円
、
ど
こ
に
で
も
出
店
。「
み
ん

な
か
ら
“
皆
勤
賞
も
ん
や
”
と
い
わ
れ
る
」
と
吉
岡
さ
ん
は

笑
う
。
売
り
込
み

の
甲
斐
あ
っ
て
、

ジ
ャ
ム
は
地
元
の

旅
館
・
民
宿
、
京

都
市
内
の
専
門
店

で
も
扱
わ
れ
て
い

る
。目

下
、
計
画
を

練
っ
て
い
る
の

は
、
ブ
ド
ウ
の

「
ほ
ん
ま
も
ん
体

験
」
塾
の
開
催
。

「
あ
じ
わ
い
の
郷
」

内
の
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
年
６
回
、
１
泊
２
日
で

「
剪
定
」「
袋
か
け
」「
収
穫
」「
ジ
ャ
ム
づ
く
り
」
な
ど
を
来
年

か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

「
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
“
よ
そ
と
の
連
携
”
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
」
と
人
と
の
出
会
い
を
強
調
す
る
。

「
生
コ
ン
も
農
業
も
地
元
の
イ
ン
フ
ラ
に
か
か
わ
る
こ
と

で
は
同
じ
。
ま
だ
バ
ラ
色
の
夢
は
描
け
な
い
が
、
少
し
ず
つ

成
長
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
吉
岡
さ
ん
。
穏
や
か
な
語

り
口
の
中
に
頼
も
し
さ
を
に
じ
ま
せ
る
。

（
有
）
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
さ
か

■
設　
　

立
：
平
成
６
年

■
事
業
内
容
：
観
光
果
樹
園　

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
の
生
産
・
加
工
販
売

■
資　
本　
金
：
３
０
０
万
円

■
役　
　

員
：
代
表
取
締
役　

吉
岡
正
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　

取　

締　

役　

辻　

正
一
さ
ん

■
経
営
規
模
：
モ
モ
2.2�

ha
（
３
９
０
本
）、
ブ
ド
ウ
1.7�

ha
（
４
６
０
本
）、

　
　
　
　
　
　

ナ
シ
1.2�

ha
（
１
１
０
本
）

■
従
業
員
数
：
常
時
従
事
３
名
・
臨
時
６
名
（
繁
忙
期
10
〜
15
名
）

くだもの狩りはシーズンともなると、家族連れ、
団体客で賑わう

贈答用ジャムの詰合せ。ネット販売もされ
ている
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“
か
や
ぶ
き
の
里
”
で
知
ら
れ
る
南
丹
市
美
山
町
の

「
北
集
落
」（
通
称
：
北
村
）。
戸
数
40
戸
、
人
口
約

１
０
０
人
の
集
落
が
過
疎
を
逆
手
に
と
り
、
か
つ
て
は

“
貧
し
さ
の
象
徴
”
で
も
あ
っ
た
か
や
ぶ
き
民
家
を
観

光
資
源
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
会
社
を
運
営
。
い
ま
で
は

集
落
経
営
の
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
。

「北村は一つ」を
合言葉に景観保全と両輪、

地域づくりに取り組む

■
“
美
山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
”
と
し
て

京
都
市
か
ら
美
山
町
へ
の
入
り
口
に
は
「
道
の
駅
・
美
山

ふ
れ
あ
い
広
場
」が
あ
り
、
集
落
を
い
く
つ
か
過
ぎ
る
と「
北

集
落
」
が
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
ア
ユ
の
釣
り
場
・
美
山
川
の

上
流
域
に
は
交
流
拠
点
施
設
「
美
山
町
自
然
文
化
村
」
が
あ

る
。東

京
か
ら
訪
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
、
美
山
を
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
た
と
え
て
「
か
や

ぶ
き
の
里
は
美
山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
シ
ン
デ
レ
ラ
城
」
と

称
し
た
。

北
集
落
は
50
棟
の
う
ち
38
棟
が
か
や
ぶ
き
民
家
で
、“
残

存
率
日
本
一
”
を
誇
る
。
美
山
町
へ
の
入
り
込
み
客
数
は
、

昭
和
60
年
12
万
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
約
70
万
人
に
拡

大
。
う
ち
北
集
落
で
は
、
年
間
26
万
人
（
平
成
21
年
）
を
迎

え
入
れ
て
い
る
。

集
落
を
は
さ
ん
で
道
路
の
反
対
側
に
は
、
広
々
と
し
た
駐

車
場
と
、
飲
食
＆
お
土
産
＆
観
光
案
内
の
複
合
施
設
が
あ

る
。
さ
ら
に
原
材
料
の
生
産
や
農
産
加
工
、
集
落
内
の
民
宿
、

交
流
施
設
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
今
年
で
設
立
10
周

年
を
迎
え
る
「
有
限
会
社
か
や
ぶ
き
の
里
」
だ
。

有限会社 かやぶきの里 南丹市美山町

■資　本　金／330万円（出資者48名）
■経営内容／ 〔農業以外〕「北村きび工房」「お食事処きたむら」「お土産処かや

の里」「民宿またべ」「かやぶき交流館」の運営
　　　　　　 〔農業部門＝委託〕もち米1.2ha、米0.24ha、ソバ1.4ha、

キビ0.2ha
■役　　員／代表取締役　勝山　直さん
 取締役　8名　監査役　3名
■労 働 力／社員5名　常時従事27名・臨時7名
■沿　　革／昭和63年 「かやぶき屋根保存組合」を組織
 平成　3年 「北村きび工房」スタート
 　　　5年 「北村かやぶきの里保存会」結成
  伝統的建造物群保存地区に選定
 　　　6年 「お食事処きたむら」開業
 　　　7年 「民宿またべ」開業
 12年4月 「有限会社かやぶきの里」設立
  「特産品店舗かやの里」開業
 13年 「かやぶき交流館」オープン
  冬季の夜間ライトアップ開始
 17年 「かやぶき雪灯廊」開始
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■
来
訪
者
か
ら
教
わ
っ
た
「
価
値
」

「
北
村
か
や
ぶ
き
の
里
保
存
会
」
を
結
成
し
、
国
の
「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
の
は
平
成

５
年
。
実
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
20
年
間
に
及
ぶ
議
論

が
あ
っ
た
。「
貧
乏
で
建
て
替
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
や
ぶ
き

を
守
る
と
は
何
事
や
」
と
い
う
反
発
の
声
も
。

と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
か
や
ぶ
き
の
里
へ
の
関
心
が

高
ま
る
と
、
住
民
は
そ
れ
が
“
財
産
”
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
農
地
は
１
戸
40ａ
程
度
。
勤
め
も
農
業
も
民
宿
も
や

る
と
い
う
形
で
生
計
を
立
て
て
い
る
の
が
実
情
で
、「
観
光
」

に
ム
ラ
の
将
来
を
託
し
、
保
存
地
区
選
定
に
住
民
の

１
０
０
％
が
合
意
し
た
。
全
員
合
意
は
全
国
の
保
存
地
区
で

も
例
が
な
い
。

以
来
、
時
代
の
追
い
風
も
あ
っ
て
来
訪
者
が
急
増
。「
最

初
は
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
来
訪
者
と
の
会
話
や
感
想
ノ
ー

ト
か
ら
逆
に
ム
ラ
の
値
打
ち
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」
と
、
か

や
ぶ
き
の
里
保
存
会
の
中
野
文
平
・
元
会
長
は
振
り
返
る
。

地
元
の
女
性
た
ち
の
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
北
村
き
び
工

房
」
を
は
じ
め
、
保
存
地
区
選
定
後
は
、「
お
食
事
処
き
た

む
ら
」「
民
宿
ま
た
べ
」「
特
産
品
店
舗
か
や
の
里
」「
か
や
ぶ
き

交
流
館
」
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
。
景
観
保
全
と
住
民
生
活

の
両
立
へ
、
後
継
者
の
就
労
場
所
を
確
保
す
る
た
め
「
北
村

は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
、
平
成
12
年
、
住
民
出
資
に
よ
る
有

限
会
社
を
設
立
し
た
。

「
ム
ラ
に
住
む
受
け
皿
と
し
て
、
高
齢
者
も
で
き
る
範
囲

で
会
社
と
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
３
代
目
社
長
、

勝
山
直
さ
ん
（
50
）。
勝
山
さ
ん
は
旧
美
山
町
役
場
職
員
で
、

「
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
課
」
係
長
か
ら
転
身
し
、
会
社
設
立

の
翌
年
に
入
社
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
後
継
者
は
、
会
社
発
足
年
に
３
名
、
そ

の
後
２
名
が
加
わ
っ
て
５
名
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
部
門
の
責

任
者
を
務
め
て
い
る
。

■
地
元
住
民
の
半
数
が
参
画

「
か
や
ぶ
き
の
里
」
の
集
落
経
営
は
、
農
業
経
営
（
作
業

委
託
）、「
き
び
工
房
」
に
よ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、
お
食
事

処
・
特
産
品
店
舗
・
民
宿
・
交
流
館
な
ど
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
関

連
経
営
を
連
携
し
た
形
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

原
材
料
と
な
る
も
ち
米
、
ソ
バ
、
キ
ビ
な
ど
の
生
産
を
働

き
か
け
、
集
落
の
農
事
組
合
や
農
家
に
委
託
し
て
い
る
。「
き

び
工
房
」
で
は
、
裏
山
で
摘
ん
だ
ト
チ
の
実
、
ヨ
モ
ギ
な
ど

も
材
料
に
、
餅
や
だ
ん
ご
、
ち
ま
き
な
ど
を
手
づ
く
り
し
、

隣
の
特
産
品
店
舗
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
中
元
・
歳

暮
用
と
し
て
宅
配
し
て
い
る
。
女
性
従
業
員
（
７
名
）
の
大

半
は
65
歳
以
上
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
だ
。

「
お
食
事
処
き
た
む
ら
」
は
地
元
産
の
手
打
ち
そ
ば
、
き

び
ご
飯
が
自
慢
。
店
長
で
前
社
長
の
中
野
邦
治
さ
ん
（
38
）

は
大
学
卒
業
時
、
店
の
開
店
を
知
っ
て
「
迷
わ
ず
ム
ラ
に

帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
。

「
民
宿
ま
た
べ
」
は
、
か
や
ぶ
き
民
家
の
座
敷
を
客
室
に

し
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
家
庭
料
理
を
も
て
な
す
一
方
、
注
文

が
あ
れ
ば
地
域
の
お
年
寄
り
が
伝
統
食
「
鯖
ず
し
」
づ
く
り

も
指
導
す
る
。
責
任
者
の
中
野
洋
一
さ
ん
（
52
）
は
Ｕ
タ
ー

ン
組
の
１
人
で
あ
る
。

現
在
、
社
員
５
名
を
含
め
34
名
（
う
ち
ア
ル
バ
イ
ト
７
名
）

が
働
い
て
お
り
、
役
員
や
農
作
業
受
託
の
農
家
な
ど
を
合
わ

せ
る
と
集
落
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
が
事
業
に
参
画
し
て
い
る
勘

定
に
な
る
。

■
新
た
な
仕
掛
け
を
模
索

北
集
落
へ
の
来
訪
者
は
、
保
存
地
区
選
定
時
（
平
成
５
年
）

の
５
万
人
か
ら
、
会
社
設
立
時
（
同
12
年
）
12
万
人
、
同
16

年
に
は
30
万
人
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
微
減
が
続
い
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
年
間
１
億
５
、０
０
０
万
円
の
売
上
高
を
あ

げ
、
毎
年
10
〜
20
％
の
出
資
配
当
を
実
施
。
ム
ラ
の
大
企
業

と
し
て
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
率
も
40
％
ま
で
進
み
、
５
年
先
、
10
年

先
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
不
安
も
正
直
あ
る
。
そ
こ
で

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
が
、
定
年
を
迎
え
る
集
落
出
身

者
た
ち
の
Ｕ
タ
ー
ン
だ
。

勝
山
さ
ん
は
「
地
元
を
知
る
み
な
さ
ん
に
帰
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
集
落
に
溶
け
込
む
に
も
苦
労
は
な
い
し
、
心
強
い
」

と
期
待
を
か
け
る
。
そ
の
た
め
に
出
身
者
と
の
交
流
会
も
目

下
検
討
中
と
い
う
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な
い
と
は
い

え
、
京
都
市
内
、
日
本
海
、

丹
波
篠
山
か
ら
は
マ
イ

カ
ー
、
観
光
バ
ス
で
１
時

間
半
。「
古
都
、
海
の
幸
、

山
の
幸
の
コ
ー
ス
に
美
山

が
ド
ッ
キ
ン
グ
で
き
な
い

か
…
」
と
勝
山
さ
ん
。
集

落
み
ん
な
で
次
の
仕
掛
け

を
じ
っ
く
り
考
え
て
い
く

つ
も
り
だ
。

北
村
き
び
工
房

お
食
事
処
き
た
む
ら

民
宿
ま
た
べ

お
土
産
処
か
や
の
里
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神吉の農業�育てたみず菜団地
京のブランド野菜の代表品目、みず菜。そのみず菜を府内各地に広げるパイオニアとなったのが南丹地域。

今も、みず菜の生産基地として大きな役割を担う。その、みず菜栽培の輪を広げ経営を持続化させるポイント
の１つが、団地的土地利用だ。

南丹市八木町の神吉地域には、約４ヘクタールの団地に150棟のハウスが連なり一大みず菜団地（みず菜を
中心に九条ねぎ、トマト、花ほかを栽培）を形成しつつ後継者を生み出しながら18戸の農家が生産に取り組む。
神吉地域のハウス団地のキーマンである二人の生産者から、団地形成の経緯と経営上のメリットを探った。

林
業
か
ら
み
ず
菜
へ

　

—

２
戸
か
ら
18
戸
の
集
団
に—

平
成
３
年
、
京
都
府
、
八
木
町
、Ｊ
Ａ
が
“
京

の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
”
の
目
玉
と
し
て
み
ず
菜
の

生
産
拡
大
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
動
き
に
呼
応

し
て
神
吉
地
域
で
み
ず
菜
栽
培
に
取
り
組
み
始

め
た
の
が
、
後
々
ま
で
ハ
ウ
ス
団
地
形
成
の

キ
ー
マ
ン
と
な
る
綿
井
幸
二
さ
ん
（
60
歳
、
昭

和
63
年
に
新
規
就
農
）
と
松
崎
忠
嗣
さ
ん
（
58

歳
）。
松
崎
さ
ん
は
自
作
地
で
、
綿
井
さ
ん
は

知
人
の
借
地
で
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ウ
ス
を
構
え
た
。

こ
れ
が
今
日
の
一
大
ハ
ウ
ス
団
地
の
は
じ
ま
り

だ
っ
た
。
２
年
後
に
は
近
く
の
農
家
５
戸
が
加

わ
り
出
荷
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
み

ず
菜
ブ
ー
ム
に
も
乗
っ
て
、
10
年
後
に
は
さ
ら

に
周
囲
の
農
家
が
加
わ
り
、
み
ず
菜
生
産
農
家

は
18
戸
に
ま
で
広
が
っ
た
。

「
神
吉
は
か
つ
て
林
業
が
盛
ん
な
土
地
だ
っ

た
が
、
折
か
ら
の
木

材
価
格
低
迷
と
、
ほ

場
整
備
の
実
施
が
重

な
り
農
林
業
か
ら
農

業
中
心
に
切
り
替
え

る
農
家
が
増
え
た
。

こ
れ
が
み
ず
菜
の
生

産
拡
大
に
繋
が
っ

た
」
と
振
り
返
る
松
崎
さ
ん
。
一
方
、
綿
井
さ

ん
は
「
み
ず
菜
栽
培
が
こ
こ
ま
で
増
え
た
の
は
、

行
政
と
Ｊ
Ａ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
か

ら
」
と
も
う
一
つ
の
要
因
を
語
る
。

団
地
的
土
地
利
用
が
生
み
出
す
メ
リ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
団
地
が
形
成
さ
れ
た
要
因
は
何
だ
っ

た
の
か
？　

そ
れ
は
日
照
の
良
さ
と
用
水
の
確

保
だ
。
特
に
綿
井
さ
ん
の
団
地
付
近
は
神
吉
で

も
日
当
た
り
の
よ
い
所
。
ま
た
、
神
吉
地
域
は

全
体
的
に
水
不
足
の
地
域
だ
が
、
こ
こ
に
は
谷

水
が
集
ま
り
や
す
く
農
業
用
水
路
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。
み
ず
菜
団
地
は
限
ら
れ
た
地
の
利
を

最
大
限
に
生
か
し
た
結
果
だ
。

で
は
、
団
地
化
し
て
み
ず
菜
栽
培
に
取
り
組

む
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か
？

１
つ
は
、
複
数
販
路
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
確
保

だ
。
綿
井
さ
ん
た
ち
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
た
市
場
及

び
大
手
ス
ー
パ
ー
へ
の
契
約
出
荷
の
販
売
ル
ー

ト
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
経
営
を

越
え
て
団
地
農
家
が
協
力
し
て
安
定
供
給
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
ら
だ
。
な
お
、
い
ず

れ
の
出
荷
も
決
裁
事
務
は
Ｊ
Ａ
に
委
託
し
て
い

る
。２

つ
は
、
集
落
内
外
か
ら
迎
え
て
の
後
継
者

の
育
成
だ
。
現
在
、
み
ず
菜
団
地
に
は
、
３
人

の
新
規
就
農
者
と
、
１
人
の
研
修
生
が
栽
培
に

勤
し
ん
で
い
る
。
み
ず
菜
団
地
の
担
い
手
の
高

齢
化
が
す
す
む
な
か
、
み
ん
な
で
み
ず
菜
産
地

を
継
承
す
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
い
う
機
運
が

生
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

３
つ
は
、
遊
休
農
地
の
抑
制
効
果
だ
。
神
吉

は
山
間
地
域
だ
が
、
団
地
周
辺
に
は
遊
休
農
地

が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
み
ず
菜
栽
培
が

生
産
調
整
を
吸
収
し
て
き
た
か
ら
、
そ
し
て
、

み
ず
菜
団
地
が
育
む
農
地
保
全
の
規
範
（
意
識
）

と
パ
ワ
ー
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

人
材
育
成
が
地
域
の
課
題

　

—

公
的
機
関
の
調
整
が
カ
ギ—

先
に
触
れ
た
よ
う
に
神
吉
で
も
、
年
々
、
担

い
手
の
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
一
部
に
空

き
ハ
ウ
ス
も
見
ら
れ
る
。

綿
井
さ
ん
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
労
働
（
女
性
）

に
支
え
ら
れ
て
24
棟
を
経
営
し
て
い
る
が
、
労

働
力
の
確
保
か
ら
こ
れ
が
限
界
だ
と
い
う
。
幸

い
に
し
て
綿
井
さ
ん
に
は
ト
マ
ト
栽
培
を
任
せ

て
い
る
後
継
者
の
庸
祐
さ
ん（
29
歳
）が
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
松

崎
さ
ん
と
共
に
、
自
ら
の
新
規
就
農
の
体
験
も

生
か
し
て
、
新
規
就
農
者
や
研
修
生
へ
の
支
援

を
し
て
い
る
。

「
血
縁
も
地
縁
も
な
い
新
規
就
農
者
が
農
地

を
借
り
て
農
業
者
に
な
る
の
は
大
変
な
こ
と
」

「
行
政
や
農
業
委
員

会
・
農
業
会
議
、
公

社
な
ど
の
公
的
機
関

が
、
所
有
と
利
用
の

調
整
役
を
果
た
せ
ば

話
は
進
み
や
す
い
」

と
松
崎
さ
ん
は
指
摘

し
て
い
る
。

神吉地域（南丹市八木町）シリーズ・土地利用と経営

綿井幸二さん

松崎忠嗣さん

みず菜

綿井庸祐さん
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１
．「
し
あ
わ
せ
の
国
」
の
農
業

「
日
本
の
農
業
は
過
保
護
」「
経
営
規
模
が
零
細
で
国
際
競

争
力
も
な
い
」「
日
本
の
農
産
物
は
高
す
ぎ
る
」「
競
争
に
よ
っ

て
日
本
の
農
業
は
強
く
な
る
」
…
…
。
日
本
の
農
業
を
め
ぐ

る
こ
の
と
こ
ろ
の
「
評
判
」
は
、
概
し
て
あ
ま
り
芳
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
い
つ
か
ら
農
業
と
農
村
の

こ
と
を
こ
ん
な
目
で
み
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
期
と
や
ら
を
迎
え
る
ま
で
の
日
本
は
立

派
な
農
業
国
、
自
給
す
る
国
だ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
。
そ
の

後
の
ま
さ
に
一
瞬
の
う
ち
に
農
業
と
農
村
は
疲
弊
し
、
た
ど

り
つ
い
た
の
は
食
料
自
給
率
40
％
の
国
。
弥
生
時
代
か
ら

２
０
０
０
年
も
続
く
美
し
い
水
田
も
、
そ
れ
と
深
く
つ
な
が

る
文
化
も
、
農
村
独
特
の
景
観
も
、
環
境
も
、
多
様
な
生
き

も
の
た
ち
も
、
今
や
み
な
瀕
死
の
時
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
そ
れ
と
ひ
き
か
え
に
手
に
入
れ
た
「
先
進
工
業

国
」「
経
済
大
国
」
と
し
て
の
日
本
は
、
は
た
し
て
約
束
通
り

私
た
ち
を
「
し
あ
わ
せ
の
国
」
に
導
い
て
く
れ
た
で
し
ょ
う

か
。２

．
地
産
地
消
の
つ
な
が
り
を
築
く

私
が
日
々
訪
ね
歩
く
農
村
で
は
高
齢
の
方
々
が
ま
だ
ま
だ

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
若
い
後
継
者
や
、
都
会
か
ら
や
っ
て
き

た
若
者
た
ち
が
奮
闘
し
て
い
る
姿
も
最
近
目
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
み
な
、
希
望
と
、
そ
れ
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
失

望
（
絶
望
？
）
の
狭
間
で
、
自
分
自
身
と
家
族
の
く
ら
し
を

な
ん
と
か
守
り
抜
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

ひ
と
り
ひ
と
り
の
営
み
が
、
結
果
と
し
て
農
業
と
農
村
を
、

そ
し
て
そ
れ
に
つ
な
が
る
こ
の
国
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
ぎ
り

ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
く
い
と
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛

感
し
ま
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
国
を
動
か
し
、
こ
の
国

を
日
々
再
生
し
続
け
て
い
る
の
は
、
政
治
家
や
ど
こ
か
の
お

金
持
ち
た
ち
で
は
な
く
、
都
市
や
農
村
に
く
ら
す
こ
の
よ
う

な
「
普
通
の
人
々
」
な
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々

の
日
々
の
く
ら
し
を
過
大
に
も
過
小
に
も
評
価
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
こ
の
国
に
こ
の
よ
う
な
人
々
が

今
も
尚
少
な
か
ら
ず
い
て
、
日
本
の
食
や
農
村
の
景
観
や
名

も
無
い
生
き
も
の
た
ち
や
集
落
の
共
同
体
を
、
何
の
見
返
り

を
期
待
す
る
で
も
な
く
守
り
育
て
、
た
だ
無
心
に
働
い
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

京
都
生
協
は
昨
年
『
商
品
政
策
（
産
直
）』
を
改
定
し
、「
日

本
の
農
業
、
水
産
業
、
畜
産
業
が
持
っ
て
い
る
多
面
的
な
価

値
を
見
直
し
、
そ
の
再
生
と
食
料
自
給
率
の
向
上
、
地
産
地

消
の
強
化
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
い
う
目
標
を
『
め
ざ
す
も
の
』

の
第
一
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
ら
し
い
『
商
品
政
策
』

の
も
と
、
京
都
府
下
の
飼
料
米
を
使
っ
た
『
さ
く
ら
こ
め
た

ま
ご
』
の
取
り
組
み
や
京
都
の
農
・
水
・
畜
産
物
を
京
都
の

消
費
者
に
つ
な
い
で
い
く
地
産
地
消
の
取
り
組
み
な
ど
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
な
実
践
に
も
足
を
踏
み

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生
協
は
生
産
者
の
組
織
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
ら
生
産
す
る
こ
と
を
通
じ
て
食
料
自
給
率
の
向
上

や
農
業
・
農
村
の
再
生
に
直
接
貢
献
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
、
生
産
者
と
消
費
者
の
強
い
つ
な
が
り
を
築
き

上
げ
る
こ
と
で
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
生
協
固
有
の
役
割

は
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
．
消
費
者
と
連
帯
・
共
生
で

農
業
・
農
村
が
も
し
も
、
再
生
の
た
め
の
確
か
な
道
の
り

を
歩
き
出
す
と
す
れ
ば
、「
大
規
模
化
、
効
率
化
を
通
じ
た

競
争
力
の
あ
る
農
業
と
そ
の
こ
と
で
実
現
で
き
る
低
価
格
」

と
い
っ
た
誰
か
の
仕
掛
け
た
「
罠
」
に
は
ま
る
の
で
は
な
く
、

生
産
者
と
消
費
者
と
が
分
離
し
始
め
た
そ
の
「
分
岐
点
」
に

ま
で
立
ち
戻
り
、
あ
た
ら
し
い
連
帯
と
共
生
の
道
を
探
し
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ

ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
。
生

産
者
と
消
費
者
は
つ
い
最
近
ま
で
、
分
か
ち
が
た
い
『
ひ
と

つ
の
も
の
』
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

京都の農業農村に寄せて

私の期待・わたしの提案

自給する日本、
自給する京都をめざして
京都生協　産直・地産地消推進担当

福永　晋介さん
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編
集
局
か
ら

◆
今
回
の
夏
号
か
ら
「
農
業
経
営

き
ょ
う
と　

あ
ぐ
り
・
る
ね
っ
さ
ん

す
」
の
紙
面
を
５
年
ぶ
り
に
刷
新
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ
経
営

者
の
紹
介
に
加
え
、
経
営
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
「
連
携
・
提
携
」
と

「
農
地
利
用
」
を
様
々
な
先
進
事
例

に
よ
り
紹
介
。
表
紙
写
真
も
、
次
の

世
代
を
担
う
後
継
者
や
新
規
就
農
者

の
家
族
（
子
供
）
写
真
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
御

愛
読
く
だ
さ
い
。

ん
は
そ
ん
な
農
家
の
４
代
目
に
な

る
。農

業
大
学
校
で
知
り
合
っ
た
礼
子

さ
ん
と
、
５
年
目
に
結
婚
。
実
優
花

さ
ん
（
３
歳
）、
輝
馬
く
ん
（
１
歳

１
カ
月
）
の
２
人
の
子
ど
も
に
も
恵

ま
れ
、
仕
事
に
も
力
が
入
る
。
畑
で

モ
ギ
た
て
の
キ
ュ
ウ
リ
に
か
ぶ
り
つ

く
実
優
花
さ
ん
の
元
気
な
姿
が
ほ
ほ

え
ま
し
い
。

「
こ
れ
か
ら
は
ト
マ
ト
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
ト
マ
ト
は

価
格
の
安
定
性
と
、
消
費
者
の
声
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
帰
っ
て
く
る
の
が
魅

力
な
ん
で
す
」
と
森
田
晃
司
さ
ん
。

こ
こ
上
賀
茂
地
域
は
古
く
か
ら
振

り
売
り
の
伝
統
の
あ
る
地
域
だ
が
、

振
り
売
り
農
家
の
女
性
た
ち
の
高
齢

化
と
、
お
得
意
さ
ん
の
高
齢
化
で
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
森
田
晃
司
さ

京
都
府
農
業
法
人
経
営
者
会
議
は
、
平
成
22
年
度
以

降
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
を
追
求

す
る
こ
と
を
確
認
。
今
後
、
農
商
工
連
携
な
ら
ぬ
、“
農
・

農
連
携
”
が
芽
生
え
る
組
織
を
め
ざ
し
て
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
６
月
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

農
業
法
人
の
経
営
者
27
名
で
販
売
会
社
を
つ
く
っ
た
経
験

を
も
つ
北
海
道
農
業
法
人
協
会
・
前
会
長
の
谷
口
威
裕
氏

を
講
師
に
招
き
、“
農
・
農
連
携
”
の
可
能
性
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
、
谷
口
氏
は
、「
商
品
の
背
景
に
あ
る

地
域
特
性
を
消
費
者
に
伝
え
、
商
品
に
対
す
る
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
」
が
成
功
の
秘
訣
と
し
て
指
摘
す

る
一
方
、
経
営
者

が
集
ま
っ
て
つ

く
っ
た
会
社
が
陥

り
が
ち
な
「
設
立

の
高
揚
感
で
理
念

が
先
行
す
る
あ
ま

り
、
経
営
戦
略
が

置
き
去
り
に
な

る
」
盲
点
に
つ
い

て
、
警
告
し
ま
し

た
。

農
業
法
人

“
農
・
農
連
携
”
で
商
品
力
を
ア
ッ
プ
、

新
た
な
販
路
開
拓
を
め
ざ
す ニ

ュ
ー
ス

森
田
晃
司
さ
ん
（
京
都
市
北
区
）

こ
れ
か
ら
は
ト
マ
ト
を
主
軸
に森田晃司さん・輝馬ちゃん・実優花ちゃん・礼子さん

◦農業者年金◦
女性農業者の
皆さん、

あなた自身の
年金を！


